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新執行部でスタート‼ヒストリーオブ女子秀麗会

関西大学女子秀麗会
発行人 小谷 寛子
2020年 6月1日発行
事務局
〒530-0047
大阪市北区西天満4―3―4
御影ビル5階 小谷寛子方
電 話06‐6361‐8717
FAX06‐6361‐6817第36号
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◆ 第43回総会 中止のお知らせ第43回総会 中止のお知らせ

「よろしくお願い
いたします」

関西大学女子秀麗会
会 長 小谷 寛子

（昭和54年 法学部卒）

例年6月に開催しておりました定例総会につきまして、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止のため国及び大学の要請を受け、今
年度の総会及び講演会・懇親会は中止することにいたしました。
会員の皆様も体調に十分ご注意いただきますようお願い申し上
げますと共に、一日も早い収束を願うばかりでございます。
総会の中止にあたり、令和元年度の各部活動報告と今後の予

定、会計報告及び会計監査報告につきましては、本誌面への掲載
をもって総会決議に代えさせていただきたくお願い申し上げま
す。
なお、第44回総会は、令和3年6月27日（日）シティプラザ大

阪にて予定しております。詳しいご案内は来年発行の会報にてお
知らせいたします。

各部活動報告
総務部 主な活動：総会準備、幹事会の運営と議事録の作成、各

部連絡配信等会の活動に関すること全般。スプ
リングフェスティバルの出店手配・実施。

事業部 主な活動：楽塾等 事業企画運営
第27回楽塾 令和元年10月19日（土）

「オーケストラ・オペラ指揮者の不思議な世界」
講師：大阪音楽大学講師 牧村 邦彦先生 参加者：22名

第28回楽塾 令和元年11月9日（土）
「“きれい”を学ぶ 化粧品＆食品の話」

講師：近畿大学薬学部教授 多賀 淳先生 参加者：23名
第29回楽塾 令和2年2月15日（土）

「あなたの知らない京都への誘い」
講師：吉村 晋弥氏（京都マイスター） 参加者：17名

《今後の予定》
第30回楽塾 「初夏の紫陽花を訪ねて」

令和2年6月20日（土）←中止になりました。
第31回楽塾 「京都で創作フレンチを楽しむランチ会」
開催予定日：令和2年10月11日（日）

於『o・mo・ya 東洞院』
広報部 主な活動：会報誌「麗うらら」の発行。

機関誌「関大」への活動報告。
ホームページ・フェイスブック運営管理、投稿など。

第1回広報部会 令和元年7月20日 於：校友・父母会館
第2回広報部会 8月22日 於：梅田カンテグランデ
第3回広報部会 11月17日 於：梅田京月
第4回広報部会 令和2年2月2日 於：梅田にしむら珈琲

なんでも相談所URARA 主な活動：相談業務
原則、月2回、相談員2名が校友父母会館に待機して相談業務

にあたるが相談件数が殆どないため、本年10月より偶数月の午後
2時から4時まで、勉強会・茶話会・輪読会などのイベントに相
談所をセットするスタイルにリニューアルの予定。
お悩み相談などは女性限定。勉強会は男性も参加ＯＫ。奮って

ご参加ください。
電話相談は、毎月第1、3土曜日午後2時～4時090－7752－

8151（坂本）で受付。

昨年6月23日の総会で、関西大学女子秀麗会の6代目
会長に就任させていただきました小谷寛子と申します。
よろしくお願いいたします。
この原稿を書いている3月の時点では、コロナウイル
スの風が吹き荒れています。会報「麗」が発刊される6
月には一息ついていることを祈るばかりです。
さて、5代目会長の仁井ひろみさんは、平成18年から

12年間の長きにわたって会長を務めて下さり、その暖か
いお人柄とお心遣いで、女子秀麗会を発展させ、女子秀
麗会のファンを増やして下さいました。仁井さん、本当
にありがとうございました。仁井さんのようには参りま
せんが、私なりに尽力しますので、どうぞよろしくお願
いいたします。
私は、関西大学ではクラブ活動（千里山法律学会）を
謳歌し、昭和54年3月に卒業。昭和60年から大阪で弁護
士をしています。当初は、弁護士業と家事育児に大わら
わでした。
最初は、「女子秀麗」という名前に少し引いていたので
すが、今は亡き小寺一矢先輩から勧められて、平成20年
に入会しました。入ってみてびっくり。みなさんが元気
できらきら輝いています。豪快な先輩までいらっしゃっ
て、あっという間に、女子秀麗会に魅せられました。実
は、高校（秋田北校）は女子校だったので、女子校の楽し
さ・気楽さも思い出しました。最初の頃は、気楽な立場
で参加させていただいていたのですが、女子秀麗会を通
じて、関西大学校友会や学校法人との御縁が広がってい
きました。今では、関大にずぶずぶです（笑笑）。
女子秀麗会は、全国で千名近くの会員を有します。今
や、関大卒業生の4割が女子学生という時代になりまし
た。関大を卒業した後も、関大女子が、気軽に楽しく学
び、遊ぶことのできる「場」、互いに自分の力を高め合う
「場」、気軽に先輩に相談できる「場」があれば、心強い
のではないでしょうか。女子秀麗会が、そのような「場」
であり続けることができるよう頑張りたいと思います。
遠方の会員には、関大生の時の原点を思い出していただ
ける有意義な情報を提供して参りたいと思います。
みなさまのご指導、ご支援をよろしくお願いいたします。



私は関大校友会淡路支部（淡浪会・あわなみかい）幹事
会の一員として機関紙「淡浪」の編集やイベント企画のお
手伝いなどをしています。
淡浪会では毎年参加者を募り、マイクロバスで関大スプ
リングフェスティバルに参加しています。淡路支部のテン
トブースでは、玉ねぎや海産物など淡路の特産品を販売し
ています。女子秀麗会はいつも近くのテントブースでバザ
ーを催しておられ、毎年覗きに行っては掘り出し物を見つ
けて購入しています。
昨年の校友総会に参加したとき、同行していた淡浪会幹
事長から女子秀麗会の皆様をご紹介いただき、春のバザー
への親しみも感じていたので、即入会を決めました。
今回の総会のご案内をいただき少し遠いのでためらいも
ありましたが参加させていただきました。
総会では会長のご挨拶で「女子秀麗会は女子校の雰囲気」
と話されたのが印象的でした。中高一貫の女子校育ちの私
には居心地の良さが感じられました。
二部の講演会の近藤先生のお話は、昨年の校友総会での
ゼミの学生さんたちの発表を思い出しながら聞きました。
若い学生さんたちが分かり易い言葉で話されていた様子は
親しみやすく、こんな人たちが地域の防災リーダーとして
活躍してくれることを頼もしく思いました。今回のご講演
では先生のお人柄も出ていて、先生のご指導があの学生さ
んたちを育てていらっしゃるのがよくわかる気がしまし
た。
懇親会は初対面の方ばかりの席でしたが、皆様から気軽
に声をかけていただきました。淡浪会会長の学友の方がい
らっしゃったりして、支部に帰っても土産話に花咲きまし
た。初参加とは思えない親しみやすい会で、総会に限らず
色々な行事にも時間が許す限り参加したいなと思っていま
す。

加藤桃子（Ｓ54年法卒）

�新役員�
会 長 小谷 寛子 （Ｓ54年法）
総務担当副会長 坂本 恵子 （Ｓ50年2文）
事業担当副会長 林 紀美代 （Ｓ56年商）
広報担当副会長 新谷 里美 （Ｓ50年文）
会計監査 松野 千尋 （Ｓ53年文）
会計監査 児玉美知子 （Ｈ15年文）
特別会計 白田 幸子 （Ｓ54年商）
本会計 松野 淑子 （Ｓ51年社）

�顧 問�
三木 允子（Ｓ42年文） 大坪 昭子（Ｓ42年文）
仁井ひろみ（Ｓ48年法） 後藤 安子（Ｓ49年院博私）
藤井喜代子（Ｓ51年経）

�総 務�
岡田 由美（Ｈ2年商） 吉田勢津子（Ｓ49年文）
寺川 真澄（Ｓ49年文） 今井 明美（Ｓ56年法）
鈴木 睦美（Ｈ4年文） 小林 史歩（Ｈ22年文）
武田 季美（Ｓ52年文）

�事 業�
山下 知世（Ｓ51年社） 吉川 和代（Ｓ56年文）
中井 紀子（Ｓ45年文） 佐藤久見子（Ｓ44年文）
濱上 節子（Ｓ54年法） 瀧井ヒロミ（Ｓ45年2文）
西野 京子（Ｓ46年文） 池上 由香（Ｈ8年経）

�広 報�
沖中久仁子（Ｓ51年社） 隠岐美穂子（Ｓ49年文）
野尻 秀子（Ｓ54年文） 山本 淑子（Ｓ53年文）
小林 泰代（Ｈ5年経） 横山 和子（Ｓ51年社）

�相談所�
小谷 寛子（Ｓ54年法） 仁井ひろみ（Ｓ48年法）
太平 信恵（Ｈ3年法） 高田 綾子（Ｈ3年文）
樋口 亜耶（Ｈ19年法） 田中 章江（Ｓ61年文）

�
�

�

�

新役員等 を紹介させていただきます
女子秀麗会では役員任期が3年となっており
本年度、役員が交代となりました。

�第42回総会に参加して

�

�第42回総会に参加して
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◆女子秀麗会初参加

おかげさまで七十九周年を迎えました 関西大学校友会 副会長（昭50年法卒）旧桜宮公会堂
芦屋モノリス
ジェームス邸 他

大阪冶金興業株式会社

代表取締役
工 学 博 士 寺 内 俊 太 郎

法人パーティ 各種懇親会受付
本 社 大阪市東淀川区瑞光4丁目4番28号
〒533-0005 電 話 06-6328-1345（代）

ファックス 06-6328-1380
三 木 工 場 兵庫県三木市別所町巴25番地
〒673-0443 電 話 0794-86-1345（代）

ファックス 0794-86-4831
Homepage : https：//www.osakayakin.co.jp
E-mail : terauchi@e.oskayakin.co.jp

〒530―0042 大阪市北区天満橋1―1―1
TEL 06―6881―3330

森 村 昌 弘
TEL 080―4157―1204
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楽塾27
「オーケストラ・オペラ指揮者の

不思議な世界」
関大女子秀麗会の第27回楽塾＜10月19日（土）＞は、

日頃推測するしかないオーケストラ・オペラ指揮者の
裏話が聞けてとてもおもしろかった。お話してくださ
ったのは、大阪音大の講師をしながら日本各地で主に
オペラの指揮をしておられる牧村邦彦先生であった。
そもそも指揮者とは、オーケストラの弦楽器・木管
楽器・金管楽器・打楽器の4部門からなる演奏者がそ
れぞれの能力の限りを尽くして音を作っていく、その
プロ集団を統括し率いていく。しかし、基本的には64
人のオーケストラ団員に加え、オペラなら歌手や合唱
団員、演出家、合唱指揮者や舞台装置ほかたくさんの
関係者が心を一つにして協力しなければ舞台が作れな
い。それがどんなに困難な事か、当日の出席者に牧村
先生が合図と共に手をたたく課題を与えて下さった。
たった30人ほどの出席者が合図をしてもらってもなか
なか「パン！」と一つの音に重ならないことに、指揮
者の難しさを実感した。
音楽の多様化で日本ではクラッシク人気が落ち、演
奏家も指揮者も世界的なコンクールで1位にならない
と食べていけない時代であるが、4歳下の佐渡裕氏を
例に挙げ、一流の演奏家・指揮者には人間が醸し出す
雰囲気や音の力が違うと話してくださったのが印象に
残っている。

瀧井ヒロミ（Ｓ45年2部文卒）

楽塾28
「きれい」を学ぶ化粧品と食品

あつし

11月9日（土）、多賀 淳
教授（近畿大学薬学部）
に研究分野を活かした学
内外連携や「美と健康」
分野での展開についてお
話を伺いました。
黒門市場等と連携し高

純度スッポンコラーゲン
を、次に同大学水産研究
所の養殖魚「ブリ」や「マ
グロ」から抽出されたコ
ラーゲンを使用し、美容液などの化粧品を開発。
『産学連携は儲からない』という定説を覆す快進撃

が始まります。今では、有名寝具・菓子メーカーとも
協力し、美容・アンチエイジング関連のビジネスに大
きく寄与されています。
先生の分析力という強みをベースに、他研究者や学

内のリエゾンセンター（KLC）・広報・法務など事務
方とも連携し、多くの企業とのコラボレーションが実
現した賜物で、効果的な広報戦略が加速しています。
また、「マグロ」の食用以外の部分や梅干漬け後の梅酢
を有効活用することで、SDGs（持続可能な開発目標）
に関与、コラボ企業と学生のための長期インターンシ
ップ実施、と好循環が生まれているのも素晴らしいと
感じました。
先生がお話でご紹介されたフコイダン豊富な紀州の

アカモク、脱気水。そして、メープルシロップについ
ては、私も早速食生活に取り入れています（笑）。「つ
ながる」効果と研究最前線の情報の大切さを改めて認
識しました。

田中章江（Ｓ61年文卒）

［27～29］

物流は産業と暮らしを支えるネットワーク
人の心と心を繫ぐ人流ネットワークを実現する

ＨＩＴＡＫＡ

日隆産業 株式会社
代表取締役 谷 康司

取締役 谷 恵子京都市右京区西院東淳和院町２８
TEL.（０７５）３１２―１５６８

太田 富博（昭51年法卒）

〒533-0004 大阪市東淀川区小松2―7―7
TEL 06-6329-4424 FAX06―6329―7774
HP : www.he-group.co.jp
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～梅花祭から葵祭まで～
第29回楽塾は、女子秀麗会ではお馴染みの京都検定

1級合格の第一人者、気象予報士の吉村晋弥先生をお
招きし、春の京都を彩る雅な行事～梅花祭から葵祭ま
で～の題目にて、ご講演頂きました。
2月25日から約3ヶ月にわたる京都の由緒ある寺社
にまつわる諸行事。
私達も通り一遍は存じているつもりでも、その謂れ
の深さに目からウロコと、感嘆と。
紀元前581年頃に始まった祭のルーツ、太古の信仰か
ら、平安時代の蹴鞠や、即興で和歌を詠む、江戸時代
の太夫の供養など、各寺社での行事の意味を深く掘り
下げて頂きました。
日本古来の信仰と五穀豊穣を願い、花を愛でる思い
に触れ、またこれからの京都訪問には格別の思いが致
すことでしょう。
吉村先生の探究心、溢れる京都への思い、爽やかな
語り口と相まって、一同、雅やかな世界へ思いを馳せ
ました。
有難うございました。

西畑有香子
（Ｓ63年社卒）

「「元元気気なな近近況況報報告告いいっっぱぱいいのの新新年年会会」」

年初の幹事会は例年、新年会を兼ねています。
今年は広報部担当で梅田の「かに道楽」にて開催され
ました。
小谷会長より冒頭の新年挨拶で、『地域支部の女子会

との連携』が今後の目標として語られました。
三木允子顧問の乾杯発声で宴が始まると、「カニを食

べると静かになる…」などということは全く無く、あ
ちこちでお喋りの花が賑やかに咲きました。
恒例の近況報告では、「3人目の孫が生まれた。」と

いう嬉しい報告や「召使のように待っている愛車の○
○ちゃんが可愛くて…」とか「昔のアルバムのお互い
の若さに驚き夫婦喧嘩も止まった。」などの楽しいエピ
ソードが飛び出しました。
また、「1級船舶免許を取ったので、ぜひ皆さんでク

ルーズに行きましょう！」という大先輩がおられて一
同ビックリ！
女子秀麗会は、本当に元気で若々しい先輩方がたく

さんおられるなと改めて実感しました。
50歳過ぎて密かにバレエのレッスンを始めていた私
も、抵抗なくカミングアウトできました。
カニ尽くしの美味しいお料理をいただき、大いに盛

り上がった新年会は、後藤安子船長の舵取りによるエ
ールと一本締めでお開きとなりました。

岡田由美（Ｈ2商卒）

＜撮影：吉村晋弥＞

吉村晋弥（よしむら しんや）さん 京都旅屋 代表
同志社大学文学部卒業 大学在学中に気象予報士に合格。
民間気象会社勤務時に京都の魅力に強く引かれ2006年に京
都に戻る。
26歳のときに京都検定1級を最年少で合格
京都検定1級には二度の合格をされており、「マイスター」
に認定
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1977年（昭52） 4月 校友会の事業計画に「女子部」の組織化案が盛り込まれる
10月27日 第1回女子校友懇談会
11月26日 第2回女子校友懇談会 世話人会を構成する16名を選出

1978年（昭53） 1月21日 第1回世話人会 名称を「女子秀麗会」（仮）とする
3月4日 結成総会に関する事前打合せ（会則案、日程、動員対策他）
3月11日 結成総会の案内状作成
3月15日 資金賛助者に招待状発送
4月3日 井阪、保々両世話人が、年度別に世話人の委嘱を行うことに
4月8日 第4回世話人会 最終打合せ

1978年（昭53） 4月16日 関西大学女子秀麗会結成総会 於 関西大学会館 大集会室
世話人 34名 会長：井阪喜子、副会長：佐合倭文子・富田治子・片山久江
会計監事：三宅玲子・花井美世子・大橋ふじ子
出席女子校友 約250名

1982年（昭57） 結婚相談所 開設
1985年（昭60） 会報誌「女子秀麗会会報」創刊
1987年（昭62） 5月16日 創立10周年記念総会 於 ホテルプラザ
1992年（平4） 4月5日 創立15周年記念総会 於 関西大学100周年記念会館
1994年（平6） 第1回 海外旅行（香港）
1996年（平8） 第2回 海外旅行（バリ・シンガポール）
1997年（平9） 7月5日 創立20周年記念総会 於 関西大学100周年記念会館
1998年（平10） 第3回 海外旅行（中国）
2003年（平15） 5月17日 創立25周年記念総会 於 大阪中央公会堂
2008年（平20） 創立30周年記念総会 於 リーガロイヤルホテル
2009年（平21） 楽塾創設（2019年2月までに28企画を実施）
2013年（平25） 6月23日 創立35周年記念総会 於 シティプラザ大阪
2017年（平29） なんでも相談所ＵＲＡＲＡ 開設
������������������������������������������������������

＊歴代会長：初 代 井阪 喜子 1978～1981 第2代 鈴木 清子 1982～1989
第3代 片山 久江 1990～2002 第4代 大濱 道子 2003～2005
第5代 仁井ひろみ 2006～2018 第6代 小谷 寛子 2019～

＊創設以来の世話人（顧問・幹事）：仁井ひろみ、新谷里美
＊2019年度 幹事：総務部8名、事業部9名、広報部7名、相談所6名
＊会員数：860名（2019年現在）

＜文責・資料 新谷里美（広報部）＞

ヒストリー オブ 女子秀麗会
～特に創成期－設立経過報告など、原点に戻って～
ヒストリー オブ 女子秀麗会
～特に創成期－設立経過報告など、原点に戻って～
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なんでも相談所URARAは、平成29年10月からスタート
しました。
月2回、女子秀麗会の幹事と専門家相談員が2名で待機
しています。しかし、残念ながら相談がなかなか来ません。
連絡ノートを読むと、お客さんの来ない「待ち」の時間に、

相談担当のみなさんが、相談所URARA活性化のため、知恵
を絞って具体策を書いて下さっています。
相談だけでは人を呼べないことは、さすがに学びました。
軽めの講演と茶話会を企画して、それに相談会をセットに
する案などが現実的かと思っています。
「あり方部会」で活性化策の検討を始めた矢先、コロナ
ウイルス騒動で、会合が流れてしまいました。元気な幹事
さんの発案で、ZOOMを使った会議にトライします。
乞うご期待！

女子秀麗会3300周周年年特特別別会会計計報報告告書書
自 平成31年4月1日～至 令和2年3月31日（単位：円）
費 用 金 額 摘 要

前年度繰越 2，005，890
定期預金 500，000×2口

1，000，000×1口
普通預金 5，890

収入の部

預 金 利 息 124 定期預金利息 122
普通預金利息 2

支出の部
WEB関係費 32，400 ホームページサポート料
雑 費 108 ヨリフジ（株） 振込料

次年度繰越 1，973，506
定期預金 500，000

1，000，000
普通預金 473，506

上記会計は適正なものと認めます。

監事

監事

元元年年度度会会計計報報告告
自 平成31年4月1日～至 令和2年3月31日（単位：円）

支出の部 収入の部
前期繰越金 606，852

総会関連費 523，287 総会費 541，500
事業部関連費 77，811 事業費 62，000
会報誌関連費 186，816 広告賛助金 140，000
相談所関連費 68，286 入会金 4，000
渉外費 53，000 雑収入 277，552
事務費 20，393 受け取り利息 4
通信費 20，728 寄付金 12，000
雑費 12，641

次期繰越金 680，946
合計 1，643，908 合計 1，643，908

収入合計 1，037，056
支出合計 962，962
当期繰越 74，094

・「当たり前」「いつも通り」ということの大切さ
を、身にしみて感じているこの春です。ただ、
季節は変わりなくめぐります。 （S.S）

・pandemic, cluster, lockdown, overshoot,
teleworｋ…．コロナウイルスが世界を駆け巡
り、グローバル化の功罪について考えた春でした。

（Y.Y）
・「麗」編集に初参加させていただきました。関大
女子秀麗会の歴史の重み、実感しました。（K.Y）

・コロナ感染の影響で部会もままならずでした
が、完成出来てよかった。いつか特別な思い出
になることでしょう。 （M.O）

・「うらら」編集にはいつも微力ですが、広報部員
ながら素晴らしいものができたと思いました。

（H.N）

30周年特別会計報告書

30周年特別会計報告書

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

��� 編集後記 ���

新入
会員

（昨年の「うらら」掲載以降）

八木久仁子（人間健康研究科博士課程在学中）

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
令和元年 5月11日 幹事会・会報誌「麗」及び総会案内発送作業

於 校友・父母会館
5月18日 相談所ＵＲＡＲＡ相談日 於 校友・父母会館
6月1日 相談所ＵＲＡＲＡ相談日 於 校友・父母会館
6月8日 第113回校友会定時代議員会 於 100周年記念会館
6月23日 第42回女子秀麗会総会 於 シティプラザ大阪

講演会「命を守る防災の知恵～災害情報活用術～」
講師 近藤 誠司先生（関西大学社会安全学部准教授）

7月6日 校友会全国組織代表者会議 於 100周年記念会館
7月9日 あり方ＰＴ会議 於 小谷弁護士事務所
7月20日 令和元年第1回幹事会＆相談所ＵＲＡＲＡ相談日

於 校友・父母会館
9月21日 令和元年第2回幹事会 於 校友・父母会館
9月29日 関西大学フェスティバルｉｎ中国

於 広島コンベンションホール
10月5日 相談所ＵＲＡＲＡ相談日 於 校友・父母会館
10月13日 令和元年度校友総会

於 ＢＩＧホール100＆100周年記念会館
10月19日 第27回楽塾「オーケストラ・オペラにまつわるお話」

講師：牧村 邦彦先生（大阪音大講師）
相談所ＵＲＡＲＡ相談日 於 校友・父母会館

11月2日 相談所ＵＲＡＲＡ相談日 於 校友・父母会館
11月9日 第28回楽塾「化粧品と食品」

講師：多賀 淳先生（近大薬学部教授）
相談所ＵＲＡＲＡ相談日 於 校友・父母会館

11月16日 令和元年第3回幹事会＆相談所ＵＲＡＲＡ相談日
於 校友・父母会館

12月7日 相談所ＵＲＡＲＡ相談日 於 校友・父母会館
12月21日 相談所ＵＲＡＲＡ相談日 於 校友・父母会館

令和2年 1月15日 校友会新年互礼会 於 大阪新阪急ホテル
1月25日 あり方ＰＴ会議 於 小谷弁護士事務所
2月2日 新年会及び令和元年第4回幹事会

於 かに道楽梅田店
2月15日 第29回楽塾「京都について」

講師：吉村 晋弥先生（京都マイスター）
相談所ＵＲＡＲＡ相談日 於 校友・父母会館

2月19日 校友会大阪市内支部連合会総会
於 ホテルニューオータニ大阪

3月22日 ＷＥＢ会議に向けて「ＺＯＯＭ」体験会
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